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論 文 事 杢 結 果 の 要 旨
歯周病は,口腔細菌の歯周ポケット-の感染によって発症する細菌感染症である｡歯科
臨床の現場において,歯周病の診断は,臨床症状,X線画像,歯周組織検査等の結果を総
合して診断される｡これらの検査は繁雑な換作を要するうえに,安定した客観性を持つこ
とが困難である｡また,歯周痛が細菌感染症であるにも周わらず,歯周病原細菌の"感%'･
レベルではなく,歯周組織の 破`壊"レベルを評価するものである｡
従来から,歯周病を砧感製"の面から捉えた検査法の確立が試みられてきた.とりわけ,
歯周病原細菌に対する血清IgG抗体価検査は,歯周病の病態診断に有用であるキ認識され
ている｡しかしながら従来の方法は,患者から相当量の静脈血を要し,また技術的にも困
難なため臨床の場で活用されていない｡そこで,自己採血キットを利用して指尖から簡便
に血祭を採取することによって,歯周病原細菌に対する血衆IgG抗体価の測定法が確立さ
れれば,臨床的な有用性が高いと思われるO
したがって,本研究では,歯周病原細菌(Aggregatibacteractinomycetemcomitans(Aa),
Eikenelaco710dens(Ec),PorphyromonaFgingivaZis(Pg),Prevotelaintermedid(Pi))に対する
血寮IgG抗体価測定泡を構築し,血祭IgG抗体価の歯周病検査としての有用性を検討する
ことを目的に,全国の複数の大学間協力による大規模な臨床試験を行った｡
申請論文は以下の内容を示すものであった｡
1)静脈血清および指尖血祭における歯周病原細菌に対するIgG抗体価が近似すること
2)pgに対する血賂IgG抗体価は,歯周病の臨床パラメータである ｢Bleedingonprobing
(BOP)陽性率｣および ｢4mm以上の歯周ポケット深さの割合｣が高いほど高値を示
すこと
3)歯周治療に伴う歯周炎の改善に相応して,歯周病患者の指尖血衆IgG抗体価が減少す
ること
4)自己採血キットによって調製された指尖血祭試料のIgG抗体価は採取後10日目まで安
定すること
･以上のことから,歯周病原細菌に対する血祭IgG抗体価は,歯周病原細菌の"感染レベル"
を評価する指標として活用できるものであり,本検査システムの歯周病スクリー ニング検
査としての臨床的有用性を期待し得るものであることが示唆された｡
以上のことから, 本申請論文は博士 (歯学)の学位論文として価値があるものと
判断した｡
